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地震等が原因の火災、倒壊 万が一に備えて、
加入限度額いっぱいまで
加入されることを
おススメします!!補償割合が50%に

拡大されました。

建
物
共
済
仕
組
み
改
定

自
然
災
害
に
対
す
る
補
償
を
拡
充

建物共済

　
地
震
が
原
因
に
よ
る
損
害
に
対
す
る
補

償
割
合
が
30
％
↓
50
％
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

8月1日
引受から
スタート
しました

◆「
総
合
共
済
」

　
地
震
が
原
因
に
よ
る
損
害
の

　
補
償
割
合
を
50
％
に
拡
大

◆「
総
合
共
済
」の
加
入
限
度
額
を

　
４
，０
０
０
万
円
に
引
き
上
げ

〈地震が原因による損害の補償割合〉

８月１日以降引受分７月31日引受まで

30% 50%

　「
総
合
共
済
」の
共
済
金
額（
補
償
金

額
）の
上
限
は
、１
棟
当
た
り
新
築
価
額

の
範
囲
内
で
２
，０
０
０
万
円
で
し
た

が
、加
入
者
の
皆
様
か
ら
の
強
い
要
望
を

受
け
、４
，０
０
０
万
円
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

※

地
震
が
原
因
に
よ
る
損
害
に
対
す
る

 

　
支
払
限
度
額
も
６
６
０
万
円
か
ら

 

　
２
，０
０
０
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

〈「総合共済」の加入限度額〉

８月１日以降引受分７月31日引受まで

2,000
万円

4,000
万円

◆
１
棟
当
た
り
加
入
限
度
額
は

　
最
高
１
億
円
ま
で

　
火
災
共
済
と
総
合
共
済
を
合
わ
せ
た
１

棟
当
た
り
の
加
入
限
度
額
は
、新
築
価
額

の
範
囲
内
で
６
，５
０
０
万
円
に
制
限
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、合
計
１
億
円
ま
で
加

入
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◆
特
別
費
用
共
済
金
の

　
支
払
対
象
事
故
の
拡
大

　
火
災
事
故
な
ど
で
損
害
額
が
80
％
以
上

の
場
合
に
、加
入
金
額
の
10
％（
１
棟
に
つ

き
２
０
０
万
円
を
限
度
）を
お
支
払
い
す

る
特
別
費
用
共
済
金
の
対
象
事
故
が
拡
大

さ
れ
、地
震
等
を
除
く
す
べ
て
の
共
済
事

故
が
支
払
い
対
象
と
な
り
ま
す
。

※

火
災
共
済
６
，０
０
０
万
円

　
総
合
共
済
４
，０
０
０
万
円

　
ま
で
加
入
で
き
ま
す
。

〈１棟当たりの加入限度額〉

８月１日以降引受分７月31日引受まで

6,500
万円

1億
円

■
加
入
で
き
る
物
件

　
農
家
が
所
有
ま
た
は
管
理
す
る
建
物
と
、

そ
の
建
物
に
収
容
さ
れ
て
い
る
家
具
類
で
す
。

■
共
済
の
種
類

　
建
物
共
済
に
は
、『
火
災
共
済
』と『
総
合

共
済
』の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
事
故

　『
火
災
共
済
』

　
火
災
、落
雷
、破
裂
・
爆
発
、建
物
外
部
か

ら
の
物
体
落
下
・
衝
突
等
、給
排
水
設
備
に

生
じ
た
事
故
に
よ
る
水
ぬ
れ
損
、盗
難
に
よ

る
き
損
・
汚
損
、騒
乱
及
び
集
団
行
動
に
伴

う
暴
力
行
為・破
壊
行
為

　『
総
合
共
済
』

　
火
災
共
済
の
対
象
と
な
る
事
故
に
加
え

て
、風
水
害
、雪
害
、地
震
な
ど
の
自
然
災
害

■
補
償
内
容

　
加
入
し
て
い
る
建
物
や
家
具
類
が
、共
済

事
故
に
よ
り
罹
災
し
た
場
合
に
、建
物
の
再

建
や
修
理
に
か
か
る
費
用
を
補
償
し
ま
す
。

ま
た
、残
存
物
の
取
片
付
け
に
か
か
る
費
用

な
ど
も
お
支
払
い
し
ま
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
建
物
共
済
に
つ
い
てお問い合わせ・お申し込み・ご相談は、最寄りの支所・出張所へご連絡ください。

●『総合共済』で加入金額 2,000万円 で加入している建物が、地震で全壊した場合

660万円

1,000万円

地震による損害　共済金のお支払いはこう変わりました。

8月1日以降の方

共済責任開始日 計 算 方 法 支払共済金

2,000万円 × 50％　注2）

注2）　残存物取片付費用共済金は支払い対象外になります

7月31日までの方
2,000万円 × 30％ ＋ 残存物取片付費用共済金 注1）

＝   600万円 ＋ 60万円
注1）　残存物取片付費用共済金は実費（損害共済金の10％が限度）

49.5万円

99万円

加入共済金額 計 算 方 法 支払共済金

●『総合共済』で新築価額 4,000万円 の建物に、雪害で 100万円 の損害が発生した場合

●加入金額 1,000万円 で加入した場合の年間掛金

共済種類

普通物件

自然災害（風水害·雪害など）による共済金のお支払い例です。

4,000万円
の場合

2,000万円
の場合

損害額 － ×新築価額の5％か
1万円のいずれか少ない額

加入共済金額
新築価額 ＋

※残存物取片付
  費用共済金

＝ （100万円 － １万円） × 4,000万円
4,000万円

損害額 － ×新築価額の5％か
1万円のいずれか少ない額

加入共済金額
新築価額 ＋

※残存物取片付
  費用共済金

＝ （100万円 － １万円） × 2,000万円
4,000万円

総合共済に4,000万円加入している場合 全損時のお支払い例

支払共済金
最大2,000万円

風水害、雪害等の自然災害

２種類の費用共済金を
プラスしてお支払いします。

支払共済金
最大4,600万円

あなたの安心　しっかりフォロー

新価特約付　建物共済

共済金額は自動復元制です。

本屋・離れ・納屋・農作業場・土蔵・倉庫
集会場（330㎡以内）　など

一般造
円

耐火造Ｂ
円

耐火造Ａ
円

特殊物件一般
事務所・作業場・寺院
神社・集会場（331㎡以上）　など

一般造
円

耐火造Ｂ
円

耐火造Ａ
円

火災共済 6,700 4,300 2,400 11,600 6,500 2,600

総合共済 21,700 19,800 18,200 25,500 21,500 18,400
契約の期間中に何回共済金を受け取っても
補償額が変わりません。ただし１回の事故が
８割以上の損害の場合は、契約が消滅します。

　
近
年
多
発
す
る
地
震
や
河
川
の
氾
濫
、

大
雪
に
よ
る
庇
折
れ
や
瓦
の
落
下
な
ど
自

然
災
害
に
対
す
る
補
償
を
拡
充
さ
せ
る
た

め
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
建
物
共
済
が
次
の
よ

う
に
仕
組
み
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

ひ
さ
し

※残存物取片付費用共済金は実費（損害共済金の10％が限度）
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　農業経営の安定を図るため従来の「農業共済事業」に加え、農業収入の減少が農業経営に及ぼす
影響を緩和するための「農業経営収入保険事業」を創設します。
　施行70年を迎える農業災害補償法は「農業保険法」に改められ、2つの事業によって農業者のセー
フティーネットとしての役割強化が図られます。

～「NOSAI制度の見直しについて」より抜粋、一部改変～NOSAI制度の見直しの概要

平成31年産から
スタート

NOSAI制度 が新しく生まれ変わります。

水稲・麦
農作物共済

現　　行 事業の種類
農作物共済の当然加入制
●水稲、麦は、対象品目につき一定規模以上の耕作
を行うものは、経営判断によらず、加入が義務付け
られている

農業者の選択により、施設本体の設置期
間のうち、被覆している期間だけ加入する
ことができる仕組み

畑作物共済では、補償割合が一種類のみ
で農業者が選択できない

短期加入の取り扱い

補償割合

果樹共済では、補償割合が一種類のみで
農業者が選択できない

補償割合

家畜共済

園芸施設共済

加入方式

一筆方式

被害圃場の全筆を農業者が現地調査等を
行って損害評価する方式

大豆・小豆
畑作物共済

ぶどう・なし
果樹共済

農作物共済
畑作物共済

見直し内容
任意加入制に移行

畑作物共済の補償割合については、一定
の上限のもと、複数の選択肢を設ける

一筆方式は法施行後3年（平成33年産ま
で）の移行期間を設けて廃止する

●地域インデックス方式を創設

農業をめぐる諸情勢の変化を踏まえ、平成
31年産から当然加入が任意加入に移行

加入方式

短期加入の取り扱い
被覆している期間だけでなく、園芸施設本
体を設置している期間での加入が基本と
なります

②共済掛金期間の期首の資産価値を
　用いて補償

②日々価値が増加する肥育牛等は事故発
生時の資産価値を用いて補償

③家畜の異動の都度、農業者が申告する
　仕組み

③家畜の異動の都度、農業者が申告する現
在の方式を廃止し、期首に年間の飼養計
画を申告し、期末に掛金を調整する方法
に簡素化

④初診料以外の診療費が共済金で
　全額補償

④自己負担割合は法施行後1年（平成32年
1月）から初診料を含めた診療費全体の
1割とする

⑤家畜の導入から2週間以内の事故は
　共済金の請求が不可

⑤請求できる事例（外傷等）を周知
　共済加入者間で取引された家畜は請求可

⑥と畜場で発見される牛白血病の場合
　農業者出荷は共済金の対象
　家畜商経由は対象外

⑥家畜商経由の場合も共済金の対象

①死廃共済と病傷共済のセット加入 ①死廃共済と病傷共済に分離し、選択可

補償割合

果樹共済の補償割合については、一定の
上限のもと、複数の選択肢を設ける

補償割合

（農作物共済の他の引受方式に一筆半損特例を
新設）

収入保険制度へ加入できるのは、青色申告を
実施している農業者（個人・法人）となっております。
そこで今回は、青色申告の特徴について紹介します。

収
入
保
険
制
度
の
加
入
要
件
と
な
る

青
色
申
告
の
メ
リ
ッ
ト
は
?

Q
　収
入
保
険
へ
の
加
入
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
自
身
の

農
業
経
営
の
安
定
化
や
収
支
の
改
善
を
図
る
に
は
、
自
分

の
経
営
内
容
を
客
観
的
に
数
字
で
把
握
で
き
る
青
色
申
告
の
実

施
は
と
て
も
重
要
で
す
。
さ
ら
に
、
青
色
申
告
に
は
「
正
規
の

簿
記
」
で
65
万
円
を
、「
簡
易
な
方
式
」
の
場
合
で
も
10
万
円

を
所
得
か
ら
控
除
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
損
失
額
を

翌
年
以
降
3
年
間
（
法
人
は
9
年
間
）
繰
り
越
し
て
、
各
年
分

の
所
得
か
ら
控
除
す
る
こ
と
も
可
能
で
、
繰
り
越
し
に
代
え

て
、
損
失
額
を
前
年
に
繰
り
戻
し
、
前
年
分
の
所
得
税
の
還
付

を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
帳
簿
類
を
整
備
す
る
こ

と
で
金
融
機
関
か
ら
の
信
用
も
得
や
す
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
業
経
営
収
入
保
険
事
業
の
実
施
主
体
は
？

Q
　収
入
保
険
事
業
を
実
施
す
る
主
体
は
、
農
業
共
済
団
体

が
新
た
に
設
立
す
る
全
国
農
業
共
済
組
合
連
合
会
（
全
国

連
）
が
担
い
ま
す
。
全
国
連
は
保
険
金
支
払
い
ま
で
の
つ
な
ぎ

融
資
の
業
務
も
担
い
、
農
業
共
済
組
合
に
一
部
事
務
委
託
で
き

る
規
定
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　収
入
保
険
の
加
入
受
付
は
平
成
30
年
秋
に
開
始
す
る
予
定

で
す
。

必
要
な
書
類
の
整
理
や
帳
簿
の
作
成
方
法
、

手
続
き
な
ど
青
色
申
告
に
関
す
る

疑
問
・
質
問
は
ど
こ
に
聞
け
ば
い
い
の
？

Q
　最
寄
り
の
税
務
署
は
も
ち
ろ
ん
、
J
A
な
ど
で
も
相
談

窓
口
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
青
色
申
告
の
作
業
を
簡
易

に
す
る
専
用
の
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
な
ど
も
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

実
施
さ
れ
て
い
な
い
農
家
は
ぜ
ひ
取
り
組
ん
で
み
ら
れ
て
は
い

か
が
で
す
か
。

平成31年産から
スタート

農業経営収入保険事業 第3弾
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の上限のもと、複数の選択肢を設ける
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で）の移行期間を設けて廃止する

●地域インデックス方式を創設

農業をめぐる諸情勢の変化を踏まえ、平成
31年産から当然加入が任意加入に移行

加入方式

短期加入の取り扱い
被覆している期間だけでなく、園芸施設本
体を設置している期間での加入が基本と
なります

②共済掛金期間の期首の資産価値を
　用いて補償

②日々価値が増加する肥育牛等は事故発
生時の資産価値を用いて補償

③家畜の異動の都度、農業者が申告する
　仕組み

③家畜の異動の都度、農業者が申告する現
在の方式を廃止し、期首に年間の飼養計
画を申告し、期末に掛金を調整する方法
に簡素化

④初診料以外の診療費が共済金で
　全額補償

④自己負担割合は法施行後1年（平成32年
1月）から初診料を含めた診療費全体の
1割とする

⑤家畜の導入から2週間以内の事故は
　共済金の請求が不可

⑤請求できる事例（外傷等）を周知
　共済加入者間で取引された家畜は請求可

⑥と畜場で発見される牛白血病の場合
　農業者出荷は共済金の対象
　家畜商経由は対象外

⑥家畜商経由の場合も共済金の対象

①死廃共済と病傷共済のセット加入 ①死廃共済と病傷共済に分離し、選択可

補償割合

果樹共済の補償割合については、一定の
上限のもと、複数の選択肢を設ける

補償割合

（農作物共済の他の引受方式に一筆半損特例を
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 「
こ
こ
ぴ
あ
」

湖
南
市
市
民
産
業

交
流
促
進
施
設

湖南市市民産業
交流促進施設  「ここぴあ」

湖
南
市
岩
根

イオンタウン湖南の広大な敷地内の一角にある

湖南市の特産品が並ぶ

めずらしい甲賀のお茶ジャム

かわいいパッケージの
JAこうかのお米「忍味」

しのびあじ

　
施
設
内
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
湖
南
市

の
伝
統
野
菜
で
あ
る「
下
田
ナ
ス
」や「
弥
平

と
う
が
ら
し
」、Ｊ
Ａ
こ
う
か
の
ブ
ラ
ン
ド
野

菜
、
地
元
農
産
物
を
使
用
し
た
店
内
調
理
の

惣
菜
等
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
ん
な
地

元
新
鮮
野
菜
を
通
じ
て
農
家
と
消
費
者
を
つ

な
ぐ
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

近
隣
の「
土
山
茶
」や「
朝
宮
茶
」を
使
用
し

た「
お
茶
ジ
ャ
ム
」、地
元
の「
近
江
下
田
焼
の

皿
や
湯
呑
み
」、
湖
南
市
の
蔵
元
「
北
島
酒

造
」「
竹
内
酒
造
」の
地
酒
も
販
売
。一
方
で
、

交
流
都
市
の
鳥
取
県
北
栄
町
か
ら
は
、
砂
丘

育
ち
の
ブ
ラ
ン
ド
長
芋「
ね
ば
り
っ
こ
」や
大

栄
の
ス
イ
カ
、北
海
道
比
布
町
か
ら
は
、ジ
ン

ギ
ス
カ
ン
が
届
け
ら
れ
、
県
外
の
め
ず
ら
し

い
食
材
が
購
入
で
き
る
の
も
魅
力
で
す
。

　
ま
も
な
く
オ
ー
プ
ン
一
周
年
を
迎
え
ま

す
。平
成
29
年
11
月
上
旬
に
は
、一
周
年
記
念

イ
ベ
ン
ト
も
計
画
中
。ま
た
今
後
、湖
南
市
の

イ
ベ
ン
ト
も
企
画
し
て
い
る
と
の
こ
と
な
の

で
、「
こ
こ
ぴ
あ
」に
来
て
湖
南
市
の
魅
力
を

存
分
に
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
28
年
11
月
５
日
、
湖
南
市
岩
根
の
国

道
１
号
線
沿
い
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
湖
南
に
併
設

し
て
、湖
南
市
市
民
産
業
交
流
促
進
施
設「
こ

こ
ぴ
あ
」が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
名
称
の
由
来
は
、湖
南
市
の「
こ
」、友
好
交

流
が
あ
る
鳥
取
県
北
栄
町
の
名
探
偵
コ
ナ
ン

に
会
え
る
ま
ち
か
ら
コ
ナ
ン
の「
こ
」、
友
好

交
流
が
あ
る
北
海
道
比
布
町
の「
ぴ
」、
仲
間

を
意
味
す
る
ｐ
ｅ
ｅ
ｒ「
ぴ
あ
」の
語
呂
合
わ

せ
か
ら
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
農
業
、商
業
、工
業
等
の
産
業
分
野
が
多
岐

に
わ
た
っ
て
い
る
と
い
う
湖
南
市
の
強
み
を

活
か
し
、
市
内
の
す
べ
て
の
産
業
が
連
携
し

な
が
ら
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
で
、

新
し
い
も
の
を
創
出
す
る
こ
と
を
目
的
と
さ

れ
て
い
ま
す
。〝
な
い
も
の
ね
だ
り
〞で
は
な

く
〝
あ
る
も
の
さ
が
し
〞と
〝
あ
る
も
の
い

か
し
〞を
し
た
い
と
考
え
、
そ
の
ス
タ
ー
ト

と
し
て
最
初
に「
農
業
」に
目
を
向
け
た
と
の

こ
と
。

ぴ
っ
ぷ

ほ
く
え
い

湖南市岩根4528-1 TEL.0748-72-5552

地域の
スポット紹介

【営業時間】AM9：00～PM7：00 〈年中無休〉
【 駐 車 場 】イオンタウン湖南内（50台程度）

京くれない人参と地元の牛乳を
使用した「ここぴあ人参ミックスソ
フト」。他に、甲賀市産の紅茶を使
用したソフトクリームもあります。

イオンタウン
湖南

浄水場

夏見公園

湖南市
総合体育館

至草津

三雲駅 至貴生川

草津線

1野洲川

三雲西

新岩根夏見

吉永

岩根

朝国

ここぴあ
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滋
賀
県
立
農
業
大
学
校
を
卒
業
後
、

４
月
か
ら
犬
上
郡
甲
良
町
の「
サ
ン

フ
ァ
ー
ム
法
養
寺
」で
働
い
て
い
ま
す
。

水
稲
、小
麦
、ト
マ
ト
、イ
チ
ジ
ク
、マ
ン

ゴ
ー
な
ど
多
種
目
の
栽
培
に
携
わ
っ
て

い
ま
す
。そ
の
中
で
も
、マ
ン
ゴ
ー
は
新

た
な
取
り
組
み
と
し
て
４
月
に
定
植
し

た
ば
か
り
な
の
で
、安
定
し
た
収
穫
量

を
確
保
す
る
こ
と
が
今
後
の
目
標
で
す
。

　

幼
い
頃
か
ら
そ
ば
ア
レ
ル
ギ
ー
だ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、「
食
品
」の
研
究
に
興

味
が
あ
り
ま
し
た
が
、農
業
の
担
い
手

不
足
と
い
う
現
状
を
知
り
、「
食
品
」の

基
と
な
る「
作
物
」を
作
る
農
業
を
志
し

ま
し
た
。

　
就
農
し
て
感
じ
た
農
業
の
面
白
さ
は
、

日
々
の
天
候
や
作
物
の
生
育
状
況
に
応

じ
た
作
業
を
行
う
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、困
っ
た
時
に
は
、何
で
も
相
談

で
き
る
環
境
で
働
か
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
は
先
輩
を
見
習
い
な
が
ら
、少
し

で
も
早
く
仕
事
が
行
え
る
よ
う
に
心
が

け
て
い
ま
す
。

が
ん
ば
っ
て
ま
す
！

彦
根
市

中
山 

凌
輔
さ
ん

（21） 

マ
ン
ゴ
ー
の
育
成
に
奮
闘
中

今年の4月に定植したマンゴーの成木。近畿大学で生まれた
「あま太閤」、国内有力品種の「アーウィン」を栽培。

微生物の力を借りて栽培しており、新鮮なトマトはレストラン
などへ出荷される。
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十
月
中
旬
ま
で
に
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、

コ
マ
ツ
ナ
、シ
ュ
ン
ギ
ク
を
蒔
け
ば
、年

内
ま
で
に
収
穫
で
き
る
大
き
さ
に
育
ち

ま
す
。畑
に
空
い
た
場
所
が
あ
れ
ば
、少

し
だ
け
で
も
蒔
い
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、キ
ャ
ベ
ツ
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
白

菜
な
ど
の
二
回
目
の
追
肥
も
十
月
上
中

旬
に
な
り
ま
す
の
で
、お
忘
れ
な
く
。

　
十
一
月
に
な
る
と
玉
ね
ぎ
苗
の
植
え
付
け
で
す
。文
化
の

日
〜
十
日
頃
に
植
え
付
け
ま
す
。既
に
種
ま
き
適
期
は
過
ぎ

ま
し
た
の
で
購
入
苗
に
な
り
ま
す
が
、祝
箸
よ
り
や
や
太
い

ぐ
ら
い
の
苗
が
最
適
で
す
。

　
数
百
本
を
植
え
る
程
度
な
ら
、小
さ
な
ス

プ
ー
ン
を
使
う
と
便
利
で
す
。ま
た
、吊
り
玉

保
存
す
る
な
ら
追
肥
は
二
月
ま
で
、三
月
以
降

は
追
肥
し
な
い
こ
と
で
す
。

　
エ
ン
ド
ウ
も
種
ま
き
時
期
で
す
。連
作
す
る
と
枯
死（
土
壌

病
害
）す
る
の
で
、六
年
、で
き
れ
ば
八
年
以
上
間
隔
を
空
け

ま
す
。

　
例
え
ば
、畑
を
八
等
分
し
順
番
に
ず
ら
し
て
い
き
ま
す
。エ

ン
ド
ウ
の
作
付
場
所
は
八
年
先
ま
で
決
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

十
月
か
ら
の
菜
エ
ン
ス

お
い
し
い
野
菜
を

　
家
庭
菜
園
で
は
お
い
し
い
野
菜
を
収
穫
し
た
い
の
で
す
が
、

お
い
し
い
野
菜
＝
大
き
い
、見
事
な
野
菜
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
以
上
肥
料
を
控
え
る
と
収
量
が
ガ
ク
ン
と
減
っ
て
し
ま

う
、そ
の
少
し
手
前
ま
で
施
肥
を
減
ら
す
の
が
コ
ツ
で
す
。で

は
、ど
れ
く
ら
い
ま
で
肥
料
を
減
ら
し
て
も
い
い
の
か
、こ
の

加
減
は
非
常
に
難
し
い
で
す
。畑
の
土
質
や
残
っ
て
い
る
肥
料

分
な
ど
に
よ
り
異
な
っ
て
き
ま
す
。

と
り
あ
え
ず
、今
ま
で
の
施
肥
量

を
二
〜
三
割
減
ら
し
て
み
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
。そ
れ
で
も
結
構
い
い

も
の
が
穫
れ
ま
す
。ス
ー
パ
ー
に
並

ん
で
い
る
立
派
な
野
菜
に
は
及
ば

な
い
け
ど
、味
は
ピ
カ
イ
チ
、こ
ん

な
野
菜
作
り
も
楽
し
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　

　
狭
い
畑
で
す
と
、エ
ン
ド
ウ
の
予
定
地
に
は
大
根
や
ら
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
が
育
っ
て
い
る
こ
と
も
多
く
、そ
の
場
合
に
は
大

根
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
株
元
に
種
を
蒔
い
て
お
き
ま
す
。基
肥

は
な
し
、蔓
が
伸
び
始
め
る
頃
と
花
が
咲
き
始
め
る
頃
に
追

肥
し
ま
す
。生
育
は
遅
れ
ま
す
が
、大
根
等
は
早
め
に
収
穫
し

て
、春
に
な
れ
ば
日
差
し
を
受
け
て
、グ
ン
グ
ン
伸
び
ま
す
。

　
ま
た
、エ
ン
ド
ウ
は
日
当
た
り
の
悪
い
内
側
に
は
莢
が
着
か

ず
、樹
の
外
側
だ
け
に
莢
が
着
き
ま
す
。そ
こ
で
一
条
蒔
き
に

し
て
、向
こ
う
が
透
け
て
見
え
る
ぐ
ら
い
の
樹
づ
く
り
に
す

る
と
収
穫
も
楽
に
な
り
ま
す
。

〔
Ｊ
Ａ
全
農
し
が
　
米
麦
農
産
部
　
園
芸
農
産
課
〕

人
権
コ
ー
ナ
ー

「
障
害
者
差
別
解
消
法
」泫
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

泫
正
式
名
称
は「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関

す
る
法
律
」で
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。 

泫
障
害
の
あ
る
人
か
ら
、社
会
の
中
に
あ
る
バ
リ
ア
を
取
り
除
く

た
め
に
何
ら
か
の
対
応
を
必
要
と
し
て
い
る
と
の
意
思
が
伝
え

ら
れ
た
と
き
に
、負
担
が
重
す
ぎ
な
い
範
囲
で
対
応
す
る
こ
と

　こ
の
法
律
は
、障
害
の
あ
る
人
に「
合
理
的
配
慮
」泫

を
行
う
こ
と
な
ど
を
通
じ
て
、「
共
生
社
会
」を
実
現

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
法
律
を
進
め
る

こ
と
で
、障
害
の
あ
る
人
と
な
い
人
が
実
際
に
接
し
、

関
わ
り
合
う
機
会
が
増
え
、お
互
い
に
理
解
し
合
っ
て

い
く
こ
と
が
、大
き
な
意
味
を
も
ち
ま
す
。

　こ
の
法
律
で
は
、役
所
や
、会
社
や
お
店
な
ど
の
事

業
者
が
、障
害
の
あ
る
人
に
対
し
て
、正
当
な
理
由
な

く
、障
害
を
理
由
と
し
て
差
別
す
る
こ
と
を
禁
止
し

て
い
ま
す
。

●
学
校
の
受
験
や
、入
学
を
拒
否
す
る
。

●
障
害
者
向
け
物
件
は
な
い
と
言
って
対
応
し
な
い
。

●
保
護
者
や
介
助
者
が
一
緒
に
い
な
い
と
お
店
に
入
れ

な
い
。

障
害
者
差
別
解
消
法
で

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
？ 

〈
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
の
具
体
例
〉 

出
典
：
内
閣
府 「
合
理
的
配
慮
」を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　昨年度の野生獣による農作物被害状況は、防護柵の設置や「集落ぐるみの獣害対策」が進
んだこともあり減少傾向にあります。しかし、被害が再発している集落や地域もみられ、本県
での被害額は依然として１億円を超えています。
　そこで、被害再発地で多く見られた事例から、再発防止に向けたポイントを紹介します。

　集落環境点検で、野生獣の侵入経路や防護柵の突破状況や出没が多く見られるほ場等の
地図を作成し、集落の「どこで」「どんな」問題があるのかを調べましょう。

野生獣による農作物被害を
一層減らすためのポイント

獣害
対策

ポイント

1 まずは、獣害が再発している現況を把握し、集落内で情報共有。

　集落全体で対策を行う「集落ぐるみの獣害対策」で、再発防止に努めましょう！

ポイント

3 対策を実践した後は、再点検しながら問題が確認でき次第、
改善策を講じる。

ポイント

2 点検結果を基に再発防止策を検討し実践

●侵入経路になっているヤブなど（特に竹林）を重点的に刈り払いを行う。
●ヒコバエの鋤きこみ、野菜の残さ、カキ・クリなどの放任樹の伐採など、集落内で野生獣が
エサとしているものを減らす。

2 ほ場環境

●集落での移動ルートを事前に確認しておき、できるだけ多くの人数で、群れが移動する
方向へ後方から追い上げる。

3 追い払い・追い上げ（サル）

〔滋賀県農業技術振興センター　農業技術革新部〕

●金網柵では、柵下部の隙間に鼻先を入れて捲り上げて侵
入していることが多いため、パイプやワイヤー、間伐材、
亀甲金網等を地際部に設置する。
●電気柵では繁茂した雑草や劣化した支柱等の資材に電気
線が触れ漏電していれば、刈り払いや資材の更新を行う。
また、電気線の間隔は20㎝となるように張る。
●野生獣や突破箇所を発見しやすくするためにも柵を挟ん
で５ｍの雑草を刈り払う。

１ 防護柵

20㎝の隙間を潜り抜ける成シカ
（H28西日本農研究セ提供）
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十
月
中
旬
ま
で
に
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、

コ
マ
ツ
ナ
、シ
ュ
ン
ギ
ク
を
蒔
け
ば
、年

内
ま
で
に
収
穫
で
き
る
大
き
さ
に
育
ち

ま
す
。畑
に
空
い
た
場
所
が
あ
れ
ば
、少

し
だ
け
で
も
蒔
い
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、キ
ャ
ベ
ツ
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
白

菜
な
ど
の
二
回
目
の
追
肥
も
十
月
上
中

旬
に
な
り
ま
す
の
で
、お
忘
れ
な
く
。

　
十
一
月
に
な
る
と
玉
ね
ぎ
苗
の
植
え
付
け
で
す
。文
化
の

日
〜
十
日
頃
に
植
え
付
け
ま
す
。既
に
種
ま
き
適
期
は
過
ぎ

ま
し
た
の
で
購
入
苗
に
な
り
ま
す
が
、祝
箸
よ
り
や
や
太
い

ぐ
ら
い
の
苗
が
最
適
で
す
。

　
数
百
本
を
植
え
る
程
度
な
ら
、小
さ
な
ス

プ
ー
ン
を
使
う
と
便
利
で
す
。ま
た
、吊
り
玉

保
存
す
る
な
ら
追
肥
は
二
月
ま
で
、三
月
以
降

は
追
肥
し
な
い
こ
と
で
す
。

　
エ
ン
ド
ウ
も
種
ま
き
時
期
で
す
。連
作
す
る
と
枯
死（
土
壌

病
害
）す
る
の
で
、六
年
、で
き
れ
ば
八
年
以
上
間
隔
を
空
け

ま
す
。

　
例
え
ば
、畑
を
八
等
分
し
順
番
に
ず
ら
し
て
い
き
ま
す
。エ

ン
ド
ウ
の
作
付
場
所
は
八
年
先
ま
で
決
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

十
月
か
ら
の
菜
エ
ン
ス

お
い
し
い
野
菜
を

　
家
庭
菜
園
で
は
お
い
し
い
野
菜
を
収
穫
し
た
い
の
で
す
が
、

お
い
し
い
野
菜
＝
大
き
い
、見
事
な
野
菜
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
以
上
肥
料
を
控
え
る
と
収
量
が
ガ
ク
ン
と
減
っ
て
し
ま

う
、そ
の
少
し
手
前
ま
で
施
肥
を
減
ら
す
の
が
コ
ツ
で
す
。で

は
、ど
れ
く
ら
い
ま
で
肥
料
を
減
ら
し
て
も
い
い
の
か
、こ
の

加
減
は
非
常
に
難
し
い
で
す
。畑
の
土
質
や
残
っ
て
い
る
肥
料

分
な
ど
に
よ
り
異
な
っ
て
き
ま
す
。

と
り
あ
え
ず
、今
ま
で
の
施
肥
量

を
二
〜
三
割
減
ら
し
て
み
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
。そ
れ
で
も
結
構
い
い

も
の
が
穫
れ
ま
す
。ス
ー
パ
ー
に
並

ん
で
い
る
立
派
な
野
菜
に
は
及
ば

な
い
け
ど
、味
は
ピ
カ
イ
チ
、こ
ん

な
野
菜
作
り
も
楽
し
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　

　
狭
い
畑
で
す
と
、エ
ン
ド
ウ
の
予
定
地
に
は
大
根
や
ら
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
が
育
っ
て
い
る
こ
と
も
多
く
、そ
の
場
合
に
は
大

根
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
株
元
に
種
を
蒔
い
て
お
き
ま
す
。基
肥

は
な
し
、蔓
が
伸
び
始
め
る
頃
と
花
が
咲
き
始
め
る
頃
に
追

肥
し
ま
す
。生
育
は
遅
れ
ま
す
が
、大
根
等
は
早
め
に
収
穫
し

て
、春
に
な
れ
ば
日
差
し
を
受
け
て
、グ
ン
グ
ン
伸
び
ま
す
。

　
ま
た
、エ
ン
ド
ウ
は
日
当
た
り
の
悪
い
内
側
に
は
莢
が
着
か

ず
、樹
の
外
側
だ
け
に
莢
が
着
き
ま
す
。そ
こ
で
一
条
蒔
き
に

し
て
、向
こ
う
が
透
け
て
見
え
る
ぐ
ら
い
の
樹
づ
く
り
に
す

る
と
収
穫
も
楽
に
な
り
ま
す
。

〔
Ｊ
Ａ
全
農
し
が
　
米
麦
農
産
部
　
園
芸
農
産
課
〕

人
権
コ
ー
ナ
ー

「
障
害
者
差
別
解
消
法
」泫
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

泫
正
式
名
称
は「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関

す
る
法
律
」で
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。 

泫
障
害
の
あ
る
人
か
ら
、社
会
の
中
に
あ
る
バ
リ
ア
を
取
り
除
く

た
め
に
何
ら
か
の
対
応
を
必
要
と
し
て
い
る
と
の
意
思
が
伝
え

ら
れ
た
と
き
に
、負
担
が
重
す
ぎ
な
い
範
囲
で
対
応
す
る
こ
と

　こ
の
法
律
は
、障
害
の
あ
る
人
に「
合
理
的
配
慮
」泫

を
行
う
こ
と
な
ど
を
通
じ
て
、「
共
生
社
会
」を
実
現

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
法
律
を
進
め
る

こ
と
で
、障
害
の
あ
る
人
と
な
い
人
が
実
際
に
接
し
、

関
わ
り
合
う
機
会
が
増
え
、お
互
い
に
理
解
し
合
っ
て

い
く
こ
と
が
、大
き
な
意
味
を
も
ち
ま
す
。

　こ
の
法
律
で
は
、役
所
や
、会
社
や
お
店
な
ど
の
事

業
者
が
、障
害
の
あ
る
人
に
対
し
て
、正
当
な
理
由
な

く
、障
害
を
理
由
と
し
て
差
別
す
る
こ
と
を
禁
止
し

て
い
ま
す
。

●
学
校
の
受
験
や
、入
学
を
拒
否
す
る
。

●
障
害
者
向
け
物
件
は
な
い
と
言
って
対
応
し
な
い
。

●
保
護
者
や
介
助
者
が
一
緒
に
い
な
い
と
お
店
に
入
れ

な
い
。

障
害
者
差
別
解
消
法
で

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
？ 

〈
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
の
具
体
例
〉 

出
典
：
内
閣
府 「
合
理
的
配
慮
」を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
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NOSAI制度70周年記念事業についてNOSAI制度70周年記念事業について
「ふるさと見守り活動」を実施します!!

全国地域安全運動 （10月11日~10月20日）
滋賀県警察よりお知らせ

注意! 振り込め詐欺が多発しています。

~地域全体で防犯活動に取り組みましょう。~

地域·見守りパトロール

オレオレ詐欺 還付金等詐欺 架空請求詐欺

防犯情報発信 防犯教室·講習会

　農業災害補償制度70周年記念事業の一環として全国のNOSAI団体では「ふるさと見守り活動」を実
施します。
　滋賀県農業共済組合（NOSAI滋賀）は、次の2点を実施します!!
1）公用車62台に防犯ステッカーを貼り、地域の防犯活動に協力します。
2）滋賀県警察と連携し、広報紙「NOSAIしが」を通じて犯罪被害防止の広報活動を行います。
　これまで以上に地域から信頼されるNOSAIを目指して活動してまいります。

制度70周年キャッチフレーズ ·ロゴ決定!!
　農業災害補償制度70周年記念事業の一環として全国農業共済協会が募集してい
た制度70周年記念キャッチフレーズ・ロゴが決定しました。
　「備えあれば憂いなし」の農業生産体制の構築を目指すNOSAI団体の姿勢を、広く
農業者・国民の皆様へ理解していただくことを目的としています。

滋賀県警察　※警察への各種ご相談は ♯9110

お金やキャッシュカードを要求する
電話やメールがあれば、

直ぐに警察へ相談して下さい。
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お
知
ら
せ

NOSAI

麦
共
済

　集
落
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長
さ
ん
を

通
じ
て
麦
共
済
細
目
書
を
お
届
け
し

ま
す
の
で
、平
成
30
年
産
麦
を
作
付
さ

れ
る
組
合
員
さ
ん
は
、必
要
事
項
を
ご

記
入
い
た
だ
き
、押
印
の
う
え
ご
提
出

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
30
年
産 

麦
共
済
細
目
書
は
　

10
月
25
日
ま
で
に
ご
提
出
を

お知らせ

2

　気
象
上
の
災
害
や
病
虫
害
、鳥
獣

害
等
で
減
収
が
見
込
ま
れ
る
場
合

は
、刈
取
る
前
に
被
害
申
告
を
お
願

い
し
ま
す
。

大
豆
・
小
豆
を
刈
取
る
前
に

被
害
申
告
を

畑
作
物
共
済

お知らせ

3

12345678

平成28年10月7日

平成28年9月20日

28 9

1 - 0 本屋

本屋

一般造（防火）
瓦茸 2

200 2,000

2,000

25 9 26
より 1 ヶ年間

1 ヶ年

山下　英利

28 9 2028 9 26

12,860

12,860

本屋 2,000 36,200

36,20036,200

26 1ヶ年

口座引落〒520-0051
大津市梅林1-14-17

共済　太郎

共済　太郎
共済　太郎

控除証明書 領 収 書見本

◆『
地
震
保
険
料
控
除
対
象

共
済
掛
金
証
明
書
』は
総

合
共
済
加
入
者
の
み
が
対

象
で
す
。

　総
合
共
済（
地
震
等
相

当
部
分
の
共
済
掛
金
）の

み
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

証
券
の
右
横
に
控
除
証

明
書
が
付
い
て
い
る
か
、

お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

建
物
共
済

建
物
共
済
証
券
を
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

年
末
調
整
等
で
お
急
ぎ
の
方
は
、

最
寄
り
の
支
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
建
物
共
済
証
券
は
引
受

月
の
翌
月
20
日
頃
を
目
途

に
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　お
手
元
に
届
き
ま
し

た
ら
、内
容
を
ご
確
認
い

た
だ
き
、大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
所
得
控
除
対
象（
地
震
保
険
料
控
除
）物
件

　居
住
用
家
屋（
本
屋・離
れ・併
用
住
宅
）・家
具

類
が
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　な
お
、総
合
共
済
に
加
入
し
て
い
る
附
属
建
物

（
納
屋・物
置
等
）に
つ
い
て
は
、居
住
用
家
屋
と

同
時
に
加
入
す
れ
ば
地
震
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

お知らせ

4

収
入
保
険
制
度

　平
成
31
年
産
か
ら
始
ま
る
収
入
保
険
制
度

の
内
容
等
に
関
す
る
問
合
せ
窓
口
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　収
入
保
険
制
度
と
は
、農
作
物
の
品
目
の
枠

に
と
ら
わ
れ
ず
、自
然
災
害
等
に
よ
る
収
量
減

少
に
加
え
、価
格
低
下
な
ど
も
含
め
て
収
入
減

少
を
補
填
す
る
制
度
で
す
。詳
し
く
は
当
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す

お知らせ

1

本 所 0120‒519‒031
南 部 支 所 0120‒031‒393
高島出張所 0120‒133‒951
東 部 支 所 0120‒739‒031
甲賀出張所 0120‒863‒031
北 部 支 所 0120‒509‒031
湖東出張所 0120‒163‒031

お問い合わせは、本所 · 各支所 · 各出張所
までお願いします。（土 ·日 · 祝日を除く）

11



この広報紙「NOSAIしが」は
地球環境にやさしい印刷方法で
作成しています。
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http://www.nosai-shiga.or.jp
E-mailでのお問い合わせはホームページよりお願いします。

TEL.077-524-4688　FAX.077-521-0167 0120-519-031

NOSAI　ノンちゃん2017 October  Vol.18

ホームページで
水稲・麦の生育情報を
掲載しております

265名からご応募がありました。今回もご応募お待ちしております。

〒520-0051　大津市梅林一丁目14番17号
滋賀県農業共済組合 企画グループ

ハガキに①クイズの答え②郵便番号・住所③氏名④年齢
⑤電話番号⑥ご意見・ご感想を記入してご応募ください。

応募方法

ク イ ズＮ Ｏ S IA

問 題

※ＮＯＳＡＩクイズへの応募によって得られた個人情報は、クイズの賞品の抽選と今後の広報紙作成の参考意見として利用する以外、その他の目的に利用することはありません。

62 〒520-0051 ①答え ○○○○
②〒・住所
③氏名
④年齢
⑤電話番号
⑥ご意見・ご感想

オモテ ウラ

大
津
市
梅
林

　
　
　一
丁
目
14
番
17
号

滋
賀
県
農
業
共
済
組
合

企
画
グ
ル
ー
プ 

行

応募締切り

11月24日金
平成２9年

当日消印有効

答えは 「Ａ：かま」 でした。

万葉集に収録された和歌中の、
塩津地域を意味する枕詞「あぢ○○」とは、
琵琶湖畔で冬を越す鴨に由来しています。（諸説あり）

地域のスポット紹介より出題
湖南市にある「ここぴあ」は、まもなくオープン○周年を迎えます。
次のうちどれでしょう？

Ⓐ １周年　 Ⓑ ２周年　 Ⓒ ３周年

正解者の中から抽選で３０名の方に記念品をプレゼントします。当選者の発表はプレゼントの発送をもってかえさせて頂きます。

前回
の

答え

応募先

おすすめレシピ カボチャサラダ

3 人分材　　料

カボチャを1.5～2㎝の厚さにカットし、皮
を切り落とす。レンジ(600Wの場合)で3
分温め、フォークで潰す。

1

ズッキーニは厚さ5㎜でいちょう切りに
する。2

①に②とⒶを加えまぜる。3

器に盛り付けて完成。4

冬の食卓に並ぶ「我が家のおすすめレシピ」を募集しています。1月号の
レシピに採用された方には粗品をプレゼントいたします。料理・材料の分量
と一緒に写真（イラスト）を同封してください。

「我が家のおすすめレシピ」を
ご紹介ください。

滋賀県農業共済組合 企画グループ応募先

身近な食材を使った料理手軽にできる料理 独創的？な料理

カボチャ...................約300ｇ（1/5切）
ズッキーニ................................ 1/2本

Ⓐ

ヨーグルト.......................大さじ1
マヨネーズ.................. 大さじ1/2
レーズン................................20ｇ
ナッツ....................................10ｇ
塩コショウ.............................少々

2017
October

NOSAI
ノンちゃん
NOSAI
ノンちゃん

湖南市市民産業交流促進施設

「ここぴあ」の

(ご紹介は6ページへ)
山中さんです！
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